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【修士論文概要書】 
 
 本論文では、大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクトをデジタル教材の展開という
文脈で捉えるとともに、iPad アプリ開発の現場の立場から、プロジェクトにおける現状と
課題について述べる。そして、マルチプル電子図鑑の可能性を探り、マルチプル電子図鑑
プロジェクトの今後について論じる。 
 私が小学校から中学校に通っていた 1990 年代半ばから 2000 年代前半は、メディアが激
動する時代であった。1995 年には Windows95 がリリースされたことを機に、パーソナル
コンピュータは爆発的に普及していった。時を同じくして、携帯電話も高機能化し、イン
ターネット接続が可能になった。学校においては、ゆとり教育のまっただ中にいて、「学校
で学ぶより塾で学ぶ」という暗黙の流れがあった。私は幼いながらにも、先生を始め、使
用される教材や、学校での教育の在り方については、問題意識を感じていた。 
 最近になって、学校教室においても、コンピュータ教室の拡充や電子黒板の導入が進め
られ、学びの形態も少しずつ変わりつつある。昔は学校でしか触れられない教材や設備が
多数あった。しかしながら、情報機器の進化は目まぐるしく、個人で仕様されるような最
先端のパソコンを始めとした情報機器はむしろ家庭にある。当然ながら、学校教室におい
てもそのような時代の流れに素早く対応していかねばならない。このような時代に、果た
して教育の現場ではどのような教育教材が求められているのだろうか。現在、教育におい
ては様々な政策・構想が唱えられ、デジタル教科書やデジタル教材が実証実験を経て、導
入し始めている。 
 2010 年は、電子出版元年としてメディアで取り上げられ、また、iPad を始めとしたタブ
レット端末が急速に普及していった。そんな最中、始まった１つのプロジェクトとして、
教育用 iPad アプリ制作「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクト」がある。 
 第 1 章では、「学校教室におけるメディアの変遷」について述べる。デジタル教材とは何
かということを明らかにし、メリットとデメリットを考察した上で、どのように普及して
いったか、そしてどのような必要性があるかを探る。 
 第 2 章では、「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクトの現状」について述べる。「大
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科学実験」の紹介をはじめ、「マルチプル電子図鑑」というデジタル教育教材について述べ、
サンプル版開発の流れを説明し、プロモーションフェイズを経て、どのような課題が出て
きているかを示すことで、プロジェクトの現状を紐解く。 
 第 3 章では、「マルチプル電子図鑑プロジェクトの水平展開」について述べる。 
 大科学実験マルチプル電子図鑑のサンプル版開発途上であった、2011 年 3 月 11 日に東
日本大震災が発生し、日本は東北地方を中心に、非常に大きなダメージを受け、多数の犠
牲者が出た。震災から 4 ヶ月あまり経過した、7 月に東京にてサイエンス映像学会が開催
された。その中で発表された大科学実験マルチプル電子図鑑は、防災関係者の目に留まり、
「防災マルチプル電子図鑑プロジェクト」へと水平展開をする。現在は、2012 年 3 月 11
日へ向けて、プロトタイプの制作がスタートしている。文部科学省所管の独立行政法人防
災科学技術研究所の協力を受けており、協同研究が進んでいる。さらに、新たな事業創出
へ向けた新会社「マルチプル電子図鑑株式会社」を設立する動きがある。 
 第４章では、「防災マルチプル電子図鑑プロジェクトの仮想使用説明書」について述べる。
ここでは、現在開発へ向けて動きが進んでいる防災マルチプル電子図鑑について、仮想使
用説明書という形で述べていく。 
 そしてまさに今、新会社が設立され、マルチプル電子図鑑プロジェクトは、新産業創出
のきっかけとなっている。プロジェクトが人を育て、その中で育った人材が、次の産業を
生み出していく。 
 そのような意味で、教育用 iPad アプリ開発の「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェ
クト」は大きな意味を果たしたと言える。「大科学実験マルチプル電子図鑑」においては、
物理や化学の分野をわかりやすく伝えている実験番組がベースにあった。しかしながら、
防災という分野では、行政は様々なデータや資料を公開しているが、一般に広くリーチさ
れておらず、専門的な情報も多いため、わかりにくいという現状がある。「防災マルチプル
電子図鑑」においては、それらの情報を編集・整理し、ビジュアルで魅せるコンテンツと
してリ・デザインすることが求められる。そうすることにおいて、誰もが使うことのでき
る教材としての役割を担うことができる。「マルチプル電子図鑑プロジェクト」は現在進行
中であり、今後も多方面へ展開されることが期待できる。 
 これからは、 
 ・アプリ開発の仕組みとともに、人材育成の仕組みを形成すること 
 ・学びを支援する文化を育てること 
 が求められる。 
 
